
馮
季
鼎
　
銀
六
百
九
十
二
両
（
1
1
）
糸
六
百
三
十
六
斤
八
両
に
該
る

右
、
福
州
府
海
防
館

に
牒
呈

す

崇
禎
九
年

(
一
六

三
六
)
十
月
　

日

注
*
本
文
書
の
内
容
は

〔
二
〇
‐
〇
三
〕
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
語
注
な
ど
は

同
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(1
)
詒
索
　
あ
ざ
む
き
求
め
る
。

(2
)

一
線
の
路
　

一
筋
の
細

い
道
。
唯

一
の
方
法
。

(3
)
銖
錙
　
錙
銖

に
同
じ
。
き
わ
め
て
少

な
い
こ
と
。
わ
ず
か
な
金
銭
の
た

と
え
。

(4
)
同
科
　
同
等

(の
罪
)。

(5
)
此
れ
に
拠
り
　
以
下
よ
り
「此
れ
を
奉

じ
…
等
の
因
」
ま
で
の
記
述
は
、

琉
球
国
内

の
事
件
処
理
に
つ
い
て
、中

国
の
公
文
書
の
形
式

に
な
ら

っ

て
述

べ
た
も
の
。
お
そ
ら
く
長
史
司

か
ら
三
法
司

へ
報
告
し
、
そ
の
指

示
を
う
け
た
こ
と
を
表
す
と
思
わ
れ

る
。

(6
)
招
　
自
白
。

(7
)
正
身
　

(替
玉
で
な
い
)
本
人
。

(8
)
估
値
　
数
量
。
値
を
見
積
も
る
。

(9
)
両
便
　

双
方
と
も
に
都
合
が
よ
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
か
都
合

の

良

い
方

の
意
。

(10
)
二
斤
　

〔
二
〇
-
〇
三
〕
で
は
二
斤

八
両
と
あ
り
、
八
両
を
脱
か
。

(11
)
六
百
九
十
二
両
　

〔
二
〇
‐
〇
三
〕

で
は
六
百
九
十
二
両
五
銭
で
、
五

銭
を
脱

か
。

1‐20-05

国

王
尚
豊
よ
り
布
政
司
あ
て
、
進
貢
船

二
隻

の
消
息
を
問
う
咨

(
一
六
三
八
、

一
、
二
五
)

初
め
て
二
船
を
遣
わ
し
三
年
両
貢
し
て
帰
る
を
探
報
す
る
咨
。

琉
球
国
中
山
王
尚

(豊
)
、
安
危
を
告
探
し
て
介
慮
を
釈
寛
し
、
貢
歳
を
明

ら
か
に
し
て
輸
誠
を
闡
ら
か
に
す
る
事
の
為
に
す
。

照
得
す
る
に
、
該
国
往
に
天
啓
三
年

(
一
六
二
三
)
よ
り
聖
旨
を
奉
ず
る

に
、
矜
恤
し
培
植
し
て
暫
く
五
年
一

貝
に
寛
む
、
等
の
因
あ
り
。
崇
禎
七
年

(
一
六
三
四
)
十

一
月
十
九
日
に
至
り
、
復
た
聖
旨
を
奉
ず
る
に
、
海
藩
、

貢
期
を
復
し
旧
に
照
ら
し
て
方
物
を
加
進
す
る
を
請
う
。
情
詞
は
真
に
懇
な

り
。
議
に
依
り
て
允
従
し
、
船
を
増
す
こ
と

一
隻
な
る
も
水
手
の
数
は
百
に

盈
た
ざ
ら
し
め
、
并
び
に
諭
し
て
、
遵
行
し
て
以
て
恪
順
を
昭
ら
か
に
せ
し

め
よ
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
み
、
欽
遵
す
。
礼
部
の
聖
旨
を
欽
奉
し
移
咨
し

て
国
に
到
る
を
承
准
す
れ
ば
、
此
れ
を
准
け
欽
依
内
の
事
理
に
依
奉
し
、
会

典
の
三
年
両
次
に
遵
照
し
て
朝
貢
し
、
其
れ
加
増
の
方
物
は
、
馬
六
匹
を
増

し
て
共
に
十
匹
と
成
し
、
硫
黄

一
万
斤
を
増
し
て
共
に
二
万
斤
と
成
し
、
螺

殻
三
千
個
を
増
し
、

一
船
を
量
増
す
る
も
、
水
手
の
数
は
百
に
盈
た
ざ
ら
し

め
よ
、
等
の
因
あ
り
。
咨
を
准
く
る
に
称
す
ら
く
、
聖
旨
を
奉
じ
、
此
れ
を

欽
み
、
欽
遵
せ
よ
、
と
あ
り
。
欽
依
内
の
事
理
に
依
奉
し
遵
守
し
て
奉
行
す
、

等
の
因
あ
り
。

此
の
為

に
、
照
得
す
る
に
、
該
藩
、
聖
旨
の
頒
を
奉
じ
、
竜
顔
に
臨
欽
し

て
咫
尺
な
り
。
貢
歳
に
当
る
に
届
り
、
敢
え
て
期
に
愆
う
罔
し
。
崇
禎
九
年



十
月
内
、
遵
依
し
て
虔
ん
で
任
土
の
方
物
の
馬
十
匹

・
硫
黄
二
万
斤

・
螺
殻

三
千
個
を
備
え
、
船
二
隻
を
遣
わ
し
均
幇
し
て
解
運
せ
し
む
。
毎
船
の
水
手

の
数
は
百
に
盈
た
ず
。
此
の
為
に
情
を
将
て
備
咨
し
、
正
議
大
夫

・
使
者

・

通
事
等
の
官

の
林
国
用
等
を
差
わ
し
て
表
箋
を
齎
捧
し
、
水
手
を
率
領
し
て

二
船

に
分
駕
し
、
風
を
占
い
解
纜
す
る
を
応
候

し
、
時

に
当

り
て
発
■
し

揚
帆
し
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
前
赴
し
て
投
逓
し
、
方
物
を
転
解
し

員
役
を
起
送
し
て
京
に
赴
き
、
表
箋
を
馳
捧
し
闕
を
叩
い
て
山
呼
せ
し
む
、

等

の
因
あ
り
。

此
の
為
に
拠
り
て
駅
に
在
り
て
庶
務
の
職
守
に
当
該
す
る
等

の
員
役
は
存

留
す
る
を
除
く
の
外
、
余
は
合
に
時
に
応
じ
て
帰
復
す
べ
く
延
緩
を
容
さ
ざ

れ
ば
、
始
め
て
該
藩
の
敬
畏
忠
誠
な
る
を
得
ん
。
期
を
爽
え
て
杳
音
す
る
を

致
さ
ば
、
藩
は
情
と
し
て
惑
慮
無
き
こ
と
難
し
。
就
ち
権
に
忖
度
す
る
に
、

■
し
伺
斉
し
闕
を
叩
き
て
事
竣
る
等
の
員
役
も
て
、

一
併
に
携
え
帰
ら
ん
と

欲
す
る
は
、
理
に
於
て
順
な
る
に
似
た
り
。
十
に

一
も
敢
え
て
然
る
を
疑
わ

ん
や
。
且
つ
二
船
の
省
に
在
る
有
り
。
況
ん
や
崇
禎
七
年
の
進
貢
に
差
わ
せ

る
正
議
大
夫

・
使
者

・
通
事
等
の
官

の
蔡
錦
等
を
や
。
事
竣
り
て
当
に
崇
禎

九
年
夏
至
に
廻
る
べ
き
も
、
計
程
す
る
に
已
に
争
で
か

一
歳
を
越
遅
せ
る
や
。

茲
に
迄

っ
て
南
風
盛
ん
に
発
し
、
理
と
し
て
合
に
彙
斉
し
て
急
帰
す
べ
き
は

再
贅
を
庸
う
る
無
し
。
先
後
両
次
に
差
遣
し
て
前
来
せ
る
に
拠
り
、
在
前
の

員
役
は
総
計
す
る
に
僅
か
に
二
百
多
人
に
足
る
。
中
に
就
き
摘
し
て
廻
還
せ

し
む
る
は
、
明
台
、
定
め
て
区
処
す
る
有
ら
ん
。
豈
に
駐
剳
し
坐
し
て
■
廩

を
糜
や
す
を
容
し
、
違
遅
を
■
望
せ
ん
や
。
蓍
亀

に
準
罔
け
れ
ば
、
人
を
し

て
昏
惑
せ
し
む
る
こ
と
滋
々
甚
し
。
天
海
の
常
無
き
に
惑
い
、
風
濤
の
測
り

■
き
に
惑
う
。
反
り
て
之
を
思
う
に
、
万
邦
帰
順
し
天
海
の
霊
神

の
呵
護
し

て
順
を
助
け
、
大
都
に
九
重
の
霊
爽
を
瞻
仰
す
れ
ば
、
煩
冤
は
頓
か
に
万

一

を
消
さ
ん
。
続

い
て
昏
思
す
る
に
、
岐
路
に
は
間
々
狼
子
の
野
心
、
貪
残
性

を
成
す
の
輩
有
り
。
陽
に
商
と
し
て
下
海
し
、
陰
に
盗
と
し
て
負
隅
す
。
梟

■
と
勾
接
し
て
搆
済
張
獰
し
、
風
に
随
い
て
出
没
し
、
聴
候
し
て
標
掠
し
海

上
に
羅
織
し
て
毎
に
官
商
の
患
為
り
。
惑
慮
す
る
に
、
進
貢
の
人
船
の
往
廻

し
て
乖
遭
蹇
遇
す
れ
ば
、
奮
健

の
危
を
逃
れ
難
し
。
此
の

一
端
に
拠
り
、
憂

は
深
く
膈
に
結
び
、
昼
は
■

に
安
ん
ぜ
ず
、
宵
は
枕
に
帖
ん
じ
難
し
。

照
得
す
る
に
、
該
藩
、
綸
■
維
新
た
な
る
を
仰
奉
し
、
進
貢
は
旧
に
照
ら

す
を
賜
准
せ
ら
る
。
此
の
為
に
、
遵
依
し
て
奉
行
し
、
寅
み
備
え
て
方
物
を

倍
増
す
。
是
を
用
て
船
二
隻
を
挙
げ
て
尽
く
載
せ
、
帰
順
し
て
心
を

一
に
す
。

先
後

に
差
去
せ
る
員
役
は
、
共
に
二
百
多
人
に
し
て
、
靡
■

に
勤
王
す
る
に

非
ざ
る
は
無
し
。
未
だ
去
来
の
安
危
を
卜

せ
ず
、
往
廻
の
順
逆
を
知
る
罔
し
。

去
き
て
は
貢
務
の
敬
君
は
重
し
と
為
す
に
■
関
す
る
を
慮
り
、
来
り
て
は
臣

の
民
の
陥
溺
を
憂
え
、
己
を
揣
り
て
奚
ぞ
安
か
ら
ん
や
。
往
廻
の
安
危
の
介

慮
を
釈
か
ん
と
欲
す
れ
ば
、
急
赴
し
て
端
的
を
告
詢
す
る
に
逾
る
無
し
。
伏

し
て
廻
文
を
奉
じ
て
帰
報
す
れ
ば
始
め
て
解
豁
し
寛
慰
す
る
を
得
ん
、
等
の

因
あ
り
。

此

の
為
に
、
備
咨
し
て
都
通
事
蔡
祚
隆
等
を
差
遣
し
、
使
者
章
邦
彦
等
を

訳
導
し
、
水
梢
を
率
領
し
て
土
造
の
快
船

一
隻
に
御
駕
し
、
天
朝
に
前
赴
し

て
進
貢
の
二
船
の
安
危
の
端
的
を
告
訪
せ
し
む
れ
ば
、
貢
歳
の
重
務
を
申
明



し
、
藩
臣

の
微
忱

を
展
布

ぶ
る
に
庶

か
ら
ん

、
等

の
因
あ
り
。
此

の
為

に
、

理
と
し
て
合

に
貴
司

に
移
咨
し

て
知
会
す

べ
し
。
遵

い
て
前
項

の
縁
■

を

将

て
備
咨

し
、
原
遣
等

の
官

の
都
通
事
蔡
祚

隆
等

に
着
令

し
馳
逓

し
て
告
投

せ

し
む
。
煩
為
わ
く
は
査
照
し

て
施
行

せ
ん
こ

と
を
、
等

の
因
あ

り
。
此

の
為

に
、
南
風

の
早
■

の
発
原

に
乗

得
し
、
希

わ

く
は
亟

や
か
に
廻
文
を
下
し
帰

国
し

て
急
報
せ
し
め
ん

こ
と
を
。
返
棹

の
良

期

を
滞
ら

し
む
る
勿

れ
。
此

の

為

に
移
咨
す
。
須
ら
く
咨

に
至

る

べ
き
者

な

り
。

右
、
福

建
等
処
承
宣
布
政
使
司

に
咨

す

崇
禎
十

一
年

(
一
六
三
八
)

正
月

二
十

五

日
　
　

再
対
し

て
過
を
正
す

注

*
本
文
書
は
表
面
的

に
は
進
貢
船
の
消
息
を
た
ず
ね
る
咨
文

で
あ
る
が
、
崇
禎

九
年
に
帰
る
べ
き
蔡
錦
ら
は
崇
禎
七
年

の
王
銀
詐
取
事
件
に
か
か
わ

っ
て
お

り
、
事
件

の
早
急
な
解
決
を
暗

に
督
促
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
〔
二
〇
－
〇
三
〕

参
照
。

(1
)
二
船
　

崇
禎
九
年
十
月
の
林
国
用
ら

の
船
を
さ
す
。

(2
)
五
年

一
貢
　

〔
一
八
‐
二
〇
〕
参
照
。

(3
)
崇
禎
七
年
　

こ
こ
か
ら
注

(4
)
ま

で

〔〇
四
‐
〇
九
〕
の
琉
球
国
の

立
場
か
ら
す
る
要
約
。

(4
)
等
の
因
あ
り
　

〔〇
四
－
〇
九
〕

の
要
約
の
終
り
。

(5
)
発
■
　

車
を
動
か
し
は
じ
め
る
。
出
発
す
る
。

(6
)
明
台
　

天
子
の
政
を
行
う
台
。
こ
こ
で
は
布
政
司
を
さ
す
。

(7
)
駐
剳
　
任
地
に
留
ま
る
。
こ
こ
で
は
琉

球
の
使
臣
が
■

に
留
ま
る
こ
と
。

(8
)
■
望
　
望
む
、
欲
す
る
。

(9
)
耆
亀
に
準
罔
け
れ
ば
　

耆
亀
は
年
老

い
た
亀
。
耆
亀

で
大
海
を
象
徴
さ

せ
、
海
の
変
り
易
く
定
め
が
た
い
こ
と
を
い
う
か
。

(10
)
霊
爽
　

す
ぐ
れ
て
不
思
議
な
こ
と
。
こ
こ
で
は
天
子
を
さ
す
。

(11
)
煩
冤
　

煩
は
わ
ず
ら
い
、
冤
は
わ
ざ
わ

い
。

(12
)
負
隅
　
地
形
の
険
に
依

っ
て
割
拠
す
る
こ
と
。

(13
)
梟
■
　

梟
は
母
を
食
う
鳥
、
■

は
父
を
食
う
獣
。
転
じ
て
凶
悪
忘
恩

の
人
。

(14
)
勾
接
　

勾
は
引
く
、
誘
う
。
接
は
ま
じ
わ
る
、
近
づ
く
。

(15
)
搆
済
張
獰
　
多
く
の
も
の
が
徒
党
を
く
ん
で
悪
事
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す

る
こ
と
。

(16
)
羅
織
　
あ
み
を
張
る
。
無
実
の
人
を
罪
に
お
と
し
入
れ
る
。

(17
)
乖
遭
蹇
遇
　

だ
ま
し
討
ち
に
し
、
待
ち
う
け
、
行
く
手
を
ふ
さ
ぐ
。

(
18
)
奮
健
　

武
勇
を
ふ
る
う
こ
と
。

(19
)
■
　

食
事
。

(20
)
廻
文
　

返
書
。
回
文

に
同
じ
。

(21
)
章
邦
彦
　
宜
野
湾
親
方
正
成
。
生
没
年
不
詳
。
首
里
章
氏

の

一
世
。
尚

賢

.
尚
質
王
代

の
三
司
官

(『市
史
宝
案
抄
』
四

一
三
頁
)。

(22
)
訳
導
　

通
訳
し
て
導
く
こ
と
。

(23
)
発
原
　

発
源
に
同
じ
。
事
の
始
ま
り
。

1-20‐06

国
王
尚
豊
よ
り
礼
部

・
布
政
司
あ
て
、
硫
黄
は
自
ら
煎
熟
し
て
、
崇
禎

十

‐
年
分
の
定
額
お
よ
び
前
年

の
不
足
分
を
貢
す
る
む
ね
の
咨

(
一
六
三
八
、

一
〇
、
二
〇
)

琉
球
国
中
山
王
尚
豊
、
進
貢
の
事
の
為
に
す
。


